
２０２０年６月８日 

契約社員の「正社員化」について 

～ 大手生保初、２,０００名規模を「総合職（地域型）」へ移行 ～ 

明治安田生命保険相互会社（執行役社長 根岸 秋男）は、主に定型事務を担当する契約

社員約２,５００名について、一人ひとりの実績および意欲・適性にもとづく成長・活躍を

いっそう後押しすることを企図し、原則として希望者全員を２０２１年４月から総合職（地

域型）に移行（「正社員化」）します。２,０００名規模の契約社員を対象として「正社員化」

を行なうのは、大手生保では初の取組み（注）となります。 

 当該契約社員については、総合職（地域型）への移行後、事務サービスを中心とした幅

広い職務への登用を通じて人財育成を行なうとともに、ダイバーシティ＆インクルージョ

ン（女性活躍）をさらに推進します。また、雇用安定と処遇改善を図ることで、地域経済

の活性化および地域雇用の安定化に貢献してまいります。 

当社はこれらの取組みを通じて、お客さまのご期待を上回る高品質かつ付加価値の高い

サービスの提供に引き続き努めてまいります。 
（注）当社調べ（２０２０年５月末時点） 

■契約社員の「正社員化」を通じてめざすもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■契約社員の「正社員化」の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注１）初年度は２,０００名程度を想定 
（注２）営業職員（ＭＹライフプランアドバイザー等）とともにお客さまの手続き等をサポートするなど、

新たなサービス・サポートを行なう新職務（営業所・支社・法人部等合計約２，０００名）を  
２０２１年４月に新設。そのうち６００名程度を「正社員化」した契約社員から登用 

以 上 

 

定型事務 
 
約２,５００名
（２０２０年５⽉時点）

 

本⼈の実績・希望等を踏まえ 
さまざまな職務に登⽤ 

うち６００名程度を 
新たなサービス・サポート 

を担当する新職務（注２）に登⽤ 

 

 

 

 
 
 

超⾼齢化等の社会構造の変化に伴う
お客さまニーズの多様化 

お客さまに寄り添った 
新たなサービス・サポートの提供 

背景 
デジタル技術を活⽤した 

業務プロセスの⼤幅な⾒直し 
 

 

 
 
 

効果 
事務サービスを中⼼とした 

幅広い職務への登⽤を通じた⼈財育成

契約社員 総合職（地域型） 

お客さまのご期待を上回る⾼品質かつ付加価値の⾼い 
サービスのご提供

ダイバーシティ＆インクルージョン
（⼥性活躍）の推進 

雇⽤の安定・処遇改善による 
地域経済の活性化 

および地域雇⽤の安定化 

原則、
希望者全員を（注 1）

「正社員化」

２０２１年４⽉〜


